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研究成果の概要（和文）：我々が実施した調査で明らかになった点は次の通りである。1.テレビの長時間の視聴
は低信頼感と関連し、パットナムの主張が日本でも支持された。 2.インターネットの使用は友人や家族間のコ
ミュニケーションを促進し、信頼感を醸成する上で有用であるという既存の研究結果が支持された。 3.高信頼
感の人は低信頼感の人と比べ、a)日常で情報過多と思っているが、どれが信頼できる情報なのか分からなくなる
ことはないｂ）電話で会話をする頻度が多い。c) インターネット上の情報は信頼できると思っているｄ）メー
ルやメッセージ（LINEなど）のやり取りが、他人との信頼関係を築く上で役立っており、この結果は属性と関連
している。

研究成果の概要（英文）：There remains substantial disagreement about the impact of Internet use on 
trust. Putnam stated the main culprit in demise of American’s social capital were the rise of 
television and the Internet. Other studies indicate that Internet use may enhance social capital and
 contribute to higher levels of generalized trust and larger social networks. Yet other studies 
suggest that Internet use and/or heavy television watching neither increases nor decreases general 
trust in others. The present study aims to find the impact of media (i.e., television viewing and 
Internet use) on trust and mistrust by using the Japanese survey data which we have conducted. 
Results indicate that there are clear differences between trusting and mistrusting persons with 
regard to media use, and heavy television viewing leads to mistrust in Japan. The present study 
suggests that communication by the Internet help to establish trusting relationships. The results of
 previous studies are partially supported.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバル化・情報化・リスク化が進展する今日の急激な社会変革の中で、「信頼」の構築はますます重要とな
っている。本研究では、「信頼」研究の中でも、最近注目され新たな研究が期待されている社会の情報化と「信
頼」との関連に焦点を当てた。具体的にはテレビの視聴時間と「信頼」、インターネットなどの情報機器の使用
と「信頼」の関連などについて調査を実施し、そのデータ分析から結論を導き出した。この研究成果は、コロナ
による非接触型社会の広がりの中、非対面型コミュニケーションがどのように信頼感の醸成に影響を及ぼすかに
ついて解明したことの社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 

 

「信頼」は、社会の礎として、古来よりテニース、ジンメル、デュルケーム、パーソ 

ンズ等多くの理論家によって論じられ、長い間研究の対象となり議論されてきた。21 世

紀になって急激な社会変動により格差社会の進展、社会規範の変化、地域共同体の衰退、

家庭や職場のあり方の変化、また国際社会における異民族・異宗教間の対立や紛争などが

顕著になり、「信頼」に関する新たな研究は緊要の課題である。しかし「信頼」は、漠然

とした測り難いものであると捉えられ、実証的裏付けのない理論的論争が中心となって現

在に至っている。故に、国内外の「信頼」に関する数多の研究で、現代の科学的研究とし

ての基準を満たすような実証的調査データに基づく研究は非常に少ない。 

「信頼」研究について著名な社会学者ロバート・パトナムは、その著書『孤独なボウリン

グ―米国のコミュニティの崩壊と再生』（2006）の中で、今まで互いに強い絆で結ばれて

きたアメリカのコミュニティで暮らす人々の連帯性が弱体化し、「信頼」が揺らいでいる

と指摘、彼はその一因として、メディア特にテレビ視聴とインターネット利用の影響を挙

げている。この点に関しては、一方で人々の弱体化した「信頼」を補う代替機能として、

なんらかの特化した「信頼」、例えば電子メールやSNS、スマートフォンなどによる対人ネ

ットワークなどを介した「信頼」が形成されることが考えられる。 

今後は社会の情報化がさらに進展することが予想される中で、パトナムの主張するメディ

ア、特に日常生活のタイム・バジェットに占める割合の大きいテレビの視聴時間(若者の

視聴率は減少傾向にある)と「信頼感」との関係、インターネットなどの情報機器の使用

と「信頼感」との関係などについて日本の実態を把握することが必要となる。 

 

2. 研究の目的 

 

本研究では、「信頼」研究の中でも、最近注目され新たな研究が期待されている社会の情

報化と「信頼」との関連に焦点を当てる。具体的には、情報機器の使用による非対面型

（人<―>メディア<―>人（CMC））で匿名性を伴うコミュニケーションから生起する「信

頼」・不信と「信頼」の確認方法、テレビ・新聞などのマスメディア依存やテクノ依存と

「信頼」との関係などを明らかにする。そして新たな情報化社会の「信頼」の実態の捉

え、社会科学の理論的かつ科学的根拠に基づいた信頼構築のための基礎的知見を得る。 

 

 

 

 

 

 



 

3. 研究の方法 

 

1） 既存の調査票から「信頼感」に関する質問と、日常生活におけるテレビやパソコン、

スマートフォンなどの情報機器の形態・使用時間・使用の仕方などの質問とを合わせ

「信頼感」との関連について、質問票を作成する。 

 

2） 統計的標本理論に依拠し全国規模の面接調査を実施する。調査法は調査員による個別

訪問留め置き法である。 

 

3)）得られた調査データについて主にコレスポンデンス分析を実施し、その分析結果か

ら、対面型と非対面型コミュニケーションによる「信頼感」の構造の異同、並びにテ

レビ、パソコン、スマートフォンなどの情報機器の形態・使用時間・使用の仕方など

と「信頼感」との関連を解明する。具体的には、1) 「信頼感」とテレビの視聴時

間、2)「信頼感」とテレビの視聴時間と最も信頼できるメディア、 3) 「信頼感」と

インターネットの使用時間、4)「信頼感」と気軽にメールを交換できるおおよその人

数、 5)「信頼感」と他人と信頼関係を築くためにメールや LINE などを使ってコミュ

ニケーションをとることの有用性、 6) 「信頼感」とメールやソーシャルメディア

（フェイスブックやツイッターなど）でやり取りする頻度と対人関係の関連について

の考え方、7)信頼感とメディア利用による性差 

 

 

4. 研究成果 

 

年度ごとに述べる。 

 

2019 年度の研究成果 

9 月に全国 18～79 歳の男女 2,000 人（回収数/1,148）を対象に、「信頼感」と社会の情報

化に関連すると思われる 40 の質問からなる調査を、住民基本台帳を用いた 2段階無作為

抽出法（全国 100 地点/各地点 20人）により実施した。データクリーニングおよびデータ

ファイルの作成を行った後、「信頼感」とテレビ視聴時間やインターネットの使用との関

連などについて、既存の理論や仮設を踏まえ検証を行った。その結果、次の５点が明らか

となった。1．テレビの視聴時間との関連は、テレビを長時間視聴するのは低信頼感の人

に多い。２．信頼するメディアとの関連は、テレビを長時間視聴する人はテレビを最も信

頼するメディアとして捉え、 視聴時間が 2、3時間の人は高信頼感の人に多く、新聞を

最も信頼するメディアと捉えている。3．インターネットの使用時間との関連は、低信頼



感の人は高信頼感の人よりもパソコンの使用時間は短いが、低信頼感の人は高信頼感の人

よりも携帯電話・スマートフォンの使用時間が長い。４．気軽にメールを交換できる人数

との関連は、高信頼感の人は低信頼感の人より、交換できる人数が多い。５．他人と信頼

関係を築く上でのメールや INE などの使用の有用性については、高信頼感の人と低信頼感

の人との間に差異はなかった。したがって、テレビの長時間（1日平均して 4時間以上）

の視聴は日本においても低信頼感と関連しており、パットナムのアメリカでの研究結果の

主張が支持された。なお、研究の推進の一環として、11 月に中央大学社会科学研究所に

て、 31 カ国 121 名の研究者が集い、「信頼感」に関する国際会議を開催し、32 の分科会

で 85の論文発表が行われた。  

 

2020 年度の研究成果 

前年度に引き続き「信頼感」とインターネットの使用との関連などについて、既存の理論

や仮設を踏まえ更に検証を行った。その結果、「信頼感」とインターネットでのコミュニ

ケーションに対する考え方や家族・友人との連絡の頻度との関連は、男女の間に相違が 

あることが明らかとなった。インターネットの使用は友人・家族のコミュニケーションを

促進し、信頼を醸成する上で有用であるという既存の研究結果が支持され、男性より女性

にその特徴が顕著であることが明らかとなった。また、今回の調査において、インターネ

ットの使用頻度について、他の年齢層よりも 18歳から 39 歳までの年齢層で「多い（やや

とかなりを合わせ）と感じている」との回答の割合がかなり高かった。 しかし、調査の

結果、東京などの大都市のその年齢層の標本数の少なさが際立ったため、同じ質問票を使

用し、東京の 2地区（練馬区と世田谷区）の 18 歳から 39歳までの男女 480 名 （回収

数 /199）を対象に、住民基本台帳を用いた 2段階無作為抽出法（練馬区・世田谷区各 12

の 24 地点 / 各 20 人）による追加調査を実施した。 そして、データクリーニング及び

データファイルの作成を行った後、東京と大都市を除く市町村とのこの年齢層の比較を行

った。 その結果、信頼感とテレビの視聴時間や、インターネットの使用との関連などに

ついて、両者の間に際立った差がないことが明らかとなった。 なお、研究推進の一環と

して、10月に立教大学にて、「信頼感」国際ワークショップを実施した。参加者は日本国

内からの参加者に加え、ロシア、ポーランドや英国の参加者により 24 の論文発表が行わ

れた。 

 

2021 年度の研究成果 

我々が 2019 年度に全国規模で実施したメディアと「信頼感」に関する意識調査のデータ

について更なるコレスポンデンス分析を行った。１．毎日の生活の中で、高信頼感は低信

頼感に比べ、 a) 情報が多すぎると「思う」と関連し（コレスポンデンス分析の布置図で

は馬蹄形）、b) どれが信頼できる情報なのか分からなくなることの「ない」とも関連して

いる。２．ふだん、電話で会話をする頻度については、高信頼感は「ほとんど毎日」と



「週に 3～5日」に関連し、低信頼感は、「週に 1～2日」と「月に 1～3日」と関連してい

る。3.インターネット上の情報の信頼については、高信頼感は「ある程度信頼できる」と

関連し、低信頼感は「あまり信頼できない」と関連し、「まったく信頼できない」とは弱

い関連が見られる。4.世の中で起きている出来事に関する内容について信頼できるメディ

アでは、高信頼感は「新聞」、低信頼感は「テレビ」と関連し、「インターネット」とは弱

い関連が見られる。5．メールやメッセージ（Line など）のやり取りは、他人との信頼関

係を築く上で、どの程度役に立つかについて、高信頼感は「かなり役に立っている」と関

連し、「まあまあ役に立っている」に若干関連している。低信頼感は「あまり役に立って

いない」に若干関連している。これらの結果を踏まえ、性別、学歴、社会階層の属性を加

え更に分析を行った。その結果、高信頼感が女性、短大・専門学校卒、社会階層の「中」

に関連し、低信頼感は、男性、小・中・高卒、社会階層の「中」または「中」以下に関連

している。なお、学歴について、大卒以上は、上記の 1. では高信頼感に、4. では低信頼

感に関連しているものの、2. では低信頼感に、3. と 5. では高信頼感にそれぞれ弱い関

連が見られる。また、社会階層の「中の上」について、1. では高信頼感に関連している

ものの、その他の項目では弱い関連が見られる。 
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